
・落葉病抵抗性および萎凋病抵抗性DNAマーカー検定を実施し、交配した1027系
統のうち、616系統を抵抗性と判定した。。

・「Acc259」（萎凋病抵抗性）由来のDNAマーカーを作成して検証したところ、アズキ
萎凋病抵抗性を精度良く判定でき、選抜マーカーとして有効であった（下図）。

・茎疫病圃場抵抗性を選抜できるDNAマーカーを２つ開発し、その有効性を検証し
た。

③課題：アズキ茎疫病圃場抵抗性のマーカー開発とDNAマーカー選抜による小豆重要土
壌病害抵抗性選抜の効率化
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成 果

茎疫病圃場抵抗性DNAマーカーを開発する。また、落葉病抵抗性および萎凋病抵抗性
DNAマーカーを利用することにより、小豆の重要土壌病害複合抵抗性選抜を効率化する。

①茎疫病圃場抵抗性DNAマーカーの開発

③ DNAマーカーを利用した複合抵抗性系統の選抜

②新たな萎凋病抵抗性DNAマーカーの開発

マーカー遺伝子型の違いによる発病指数の違い
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